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医療・健康分野におけるＩＣＴ活用 

・医療機関間や医療と介護間の情報連携による業務効率化           【情報流通】 

・個人のバイタルデータ等を取得・活用することによる健康増進・医療費削減  【情報活用】 

・データの二次利用による疾病予防や新たなる治療方法の発見など       【情報分析】 

ＩＣＴの活用が必要不可欠 

医療の効率化 

質の向上 

現在の日本の医療分野は、多くの危機に直面している 
医療の効率化・質の向上へ向けてICTの活用は有用  

＜医療分野ICT活用で期待される効果＞ 

日本が抱える課題 
少子高齢化 

国民医療費の増大 

保険者の破綻危機 

医療機関の破綻危機 
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医療健康分野における 
ICTの活用状況 
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NTTグループの医療・健康分野への取組み 

① 医療連携サービスへの取り組み 
①医療健康共通基盤およびグループ各社プロダクトの開発・活用 

 地域医療再生基金事業等における医療連携サービスの展開 

②サービス利用型（クラウド）による低コスト化検討 

③ PHRを活用した保健事業への取り組み 
①健康増進への自律的取り組みのためのICT活用方法の検討 
②将来的な医療費の適正化へ貢献するため、健診・レセプト 
 データや保健医学的ノウハウの活用による疾病発症・進行プロ

セスを解析、生活習慣病の予防プログラムの具体化 
③保健事業の医療経済的効果の定量評価 

② ICTを活用した遠隔診療への取り組み 
①高齢化の進展に伴う患者数の増大や医師の地域的偏在等の

課題解決に向け、実証/トライアルの実施による在宅診療，医療

/介護連携の有効性に関するエビデンスの蓄積とモデル化 

②グローバル市場展開に向けた適用モデル検討 

④ ICTを活用した情報利活用への取り組み 
①NTT関東病院・大学等と連携し，臨床疫学研究等での医療診

療情報を効果的・効率的に活用し、診療方針の確立するICTシ

ステムの検討 

②情報利活用における秘匿性を担保する技術開発と適用検討 

◆つなぐサービスへの展開を図るため、ネットワーク・DCビジネスに加え、医療情報流通基盤と 

 新しい医療ソリューションサービスの立上げ 

◆医療情報流通の次のサービスとして期待される医療情報一次/二次利用に関する取組みの推進 

＜サービスカテゴリ＞ 

医療連携サービス（ＥＨＲ・ＰＨＲ） 

慢性疾患マネージメント 

情報利活用 

遠隔モニタリング（見守り）・介護支援 

遠隔医療 

健康相談・健康増進・予防 

情
報
流
通
基
盤 

医
療
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン 

一
・
二
次
利
用 
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■遠隔医療への取り組み 

医 

療 

介 

護 

急性期 回復期 

看護師 

ケアマネージャ 
介護ヘルパー 

理学療法士 

栄養士 
薬剤師 

医師 

【在宅患者を中心とした在宅医療の全体像】 

病院 

往診医 

訪問介護 

通所介護 

介護施設 

在宅患者 

支援者 
（家族、患者団体、 

コミュニティ等） 

フィットネスセンター 

健 

康 

遠隔健康相談／遠隔医療／医療介護連携への取組みとして、ステークホルダ
と連携し先駆的なエビデンス収集と在宅医療モデルの確立を推進。 

http://www.jotoishikai.or.jp/kumin/img/photo_05.gif
http://www.kumagaya119.jp/taiken/sharyou_img/07.jpeg
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フレッツＶＰＮ 等 
 
 
 

■遠隔医療への取り組み 
 クラウド型遠隔健康相談 －ひかり遠隔健康相談－  

遠隔健康相談 
(テレビ電話、データ共有表示) 

在宅での健康管理 

提携の医師・保健師 

提携医師、保健師による 
保健指導 

保健センターなど 

グラフ等を対象者に提示しながら 
TV電話で分かりやすく指導 

健康管理士 
保健師 

歩数計 

コミュニティでの健康増進 

血圧計 

クラウド型 
遠隔健康相談サーバー 
（健康情報の保管） 

テナント 

A自治体 

B自治体 

C医療機関 

２０１１年９月サービス開始 

フレッツホン 

フレッツホン 

フレッツホン 

フレッツホン 体重計 

歩数計 血圧計 

集会所（17ヶ所） 
看護師拠点（1ヶ所） 
コールセンタ（1ヶ所） 

体重計 

住民（400名） 都市部の医療機関（３ヶ所） 

【遠隔医師3名】 

【看護師・保健師５名/ケアコンシェルジュ5名】 
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■遠隔医療への取り組み 
 遠野市での遠隔健康相談事例① 

■近隣市町村へのアクセス
行き先 距離（ｋｍ） 所要時間
奥州市 98.5 2時間16分
北上市 47.6 1時間42分
花巻市 46.2 1時間39分
盛岡市 83.5 2時間10分
大船渡市 47.6 1時間41分
釜石市 39.9 1時間25分
平泉町 99.3 2時間17分
宮古市 75.3 2時間37分

※「NAVITIME」による検索
※有料道路を使用

■遠野市 

岩手医科大学付属
病院 
岩手県立中央病院 
盛岡赤十字病院 

２時間 

■岩手県 

◆日々の簡易な健康相談等において、距離と時間の短縮が可能 
◆医師の地域的偏在等の課題解決に貢献 

遠野市内（面積は東京23区に匹敵） でも県立遠野 
病院まで最長１時間近くかかる地区もある 

医療資源の集中している盛岡市までは車で約２時間
を要する 

⇒高齢者にとっては通院が非常に厳しい環境である。  
（参考：遠野市人口3万人：65歳以上は３２．９％） 

県立遠野病院 

上附馬牛 

宮守 

小友 

上郷 

1時間 
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■遠隔医療への取り組み 
 遠野市での遠隔健康相談事例② 

 総務省の地域ICT利活用モデル構築事業（H20~22）を経て、現在は市単独で事業継続（市民からの利用料徴収あり） 

体重 
(kg) 

男性 

Ｎ＝77（内訳 男＝28 女＝49） 

女性 

BMI 

最高血圧
(mmHg) 

最低血圧 
(mmHg) 

歩数 
（歩） 

全体 

５９．５→５７．７ ６９．０→６６．０ ５４．１→５２．６ 

２４．６→２４．０ ２３．８→２３．３ ２４．１→２３．６ 

１５８．３→１４０．３ １４７．４→１２８．７ １５１．４→１３２．９ 

８８．３→８０．５ ８２．１→７２．２ ８４．４→７５．２ 

４２３８→８２５２ ４００３→６４２９ ４０８９→７１００ 

各種測定データ６ヶ月後の変化 改善 

悪化 

最高血圧130ｍｍＨｇ以上
の参加者の62.7％が1割以
上の値の改善が見られた 

最低血圧85ｍｍＨｇ以上の
参加者の59.5％が1割以上

の値の改善が見られた 

地域の人皆で取り組みに参
加する中で、一緒に歩く習

慣が広がった。 

◆参加者同士が普段からどれだけ歩いたか競い合ったり、一緒に 歩く取り組みを実施 
  した事が確認 
◆参加者自らの積極的な取り組みが大きな数値改善に繋がっただけでなく、 
  コミュニティの活性化にも繋がっており、医療費抑制の可能性があることが示唆 
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■遠隔医療への取り組み 
 医療介護連携 －亀田総合病院でのトライアルｰ 

亀田総合病院グループと共同でブロードバンドネットワークと先進的ＩＣＴを 
活用した遠隔医療に関する実証トライアルを実施。連携モデルを確立 

2012年2月1日よりトライアルを実施中 8 

電子聴診器 

フレッツフォン 

医療健康 
共通基盤 

フレッツ光 
ネクスト・ 

モバイル網 
医師 

調剤薬局 

看護師・ヘルパー 

在宅患者 

遠隔での往診・ 
慢性疾患管理 

遠隔服薬情報提供 

在宅医療・介護支援 

タブレット 
端末 

体組成形 

歩数計 

介護サービス施設 

血糖計 
血圧計 

フレッツフォン 
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■遠隔医療への取り組み 
 在宅医療の実施状況例 

【在宅患者宅】 

【患者会での説明の様子】 
【居宅型介護施設】 
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・国内への在宅・遠隔医療での導入・普及のみならず、新興国・途上国へのグローバル展開も目指す。 
・展開にあたっては国際標準機関との連携も積極的に実施。 
◆ＩＴＵの動向 
 ・Ｈ24.1、ＩＴＵの電気通信標準化部門においてＭ２Ｍに関するフォーカス・グループ（議長：中国）が設置され、医療ＩＣＴ  
  （ｅ－ｈｅａｌｔｈ）の分野を中心に検討を開始。４月～４回の会合が開催 
 ・ＩＴＵとＷＨＯ合同ワークショップ（H24.4）、ITU Telecom World(H24.10) にＮＴＴも参加しモバイル端末を活用した 
  在宅医療/健康管理システムに高い期待が寄せられた。 

■遠隔医療への取り組み 新興国向けモデル検討と標準化への取組み 

★発展途上国向け訴求ポイント： 
 利用者自身が高機能の携帯端末や健康機
器を持たなくとも、街中の店内等で簡単に健
康管理を実施可能 

 【特徴】 
①Continua準拠の健康機器からのワイヤレス自動データ

登録で入力の手間を軽減 
②健康機器の共用を想定した、利用者の紐付けとバイ

タルデータ登録 
③Continuaガイドライン準拠のIFに対応 
WAN-IF(Wide Area Network Interface)  
 HRN-IF(Health Record Network Interface) 

体組成計＋データ転送用スマホ 

無線LAN 

HUB 

デモ用サーバ 

利用者携帯 
（フィーチャーフォン） 

＋データ転送用スマホ 

パルスオキシメータ 
血圧計 
歩数計 

利用者管理用PC 

ICカード 
（個人識別用） 

bluetooth 

wifi 

LAN 

NFC 

データ閲覧用 
Tablet PC 

① 
利用 
申込 

② 
利用受付 

③ 
ICカード交付 

④測定 
＋データ送信 

⑤ 
データ閲覧 

ITU Telecom World（2012．10）に Continua Health Allianceの設計ガイドラインに対応
したモバイル版テレヘルス新興国モデルを展示し新興国におけるICT活用ニーズを収集 

10 
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～グローバルにおける在宅医療市場（調査中～ 

バイタル機器（７種） 

電子聴診
器 

血圧
計 

血糖
計 

体組成形 
歩数計 

パルス 
オキシメー

タ 

体温計 

アンドロイド 
タブレット 

日本 

患者 

医師 

在宅医療mhealthモデル 
慢性期モデル型（医療費抑制、介護ケア） 
（北欧は、医療ICTに積極的、制度面規制あり） 

世界の先駆モデル展開国 
（医療制度障壁：大（緩和機運高い）） 

慢性疾患モデル型（医療費抑制） 
（センサービジネス拡大し領域により競争大） 

中国：富裕層向けビジネス有望 
 （高齢者４億人、潜在ポテンシャル大） 
インド：医療サービス補完モデル 
 （潜在ポテンシャル大、制度面規制低い） 

国内実証成果のローカライズ
新たなグローバル要件対応 

医療サービス補完モデル（遠隔医療） 
（医療未成熟、医療アクセス課題） 

■遠隔医療への取り組み 
 グローバル市場展開に向けた適用モデル検討 

◆超高齢化社会の課題先進国である日本での取り組みと並行し、アジア諸国を中心とした 
 グローバル展開についても同時に検討を実施 
◆国毎に異なる制度やニーズに対応したモデル適用と、日本のノウハウ・技術の海外展開を  
 狙う 

11 
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■PHRを活用した保健施策への取り組み 

•データ分析により、疾病発症・進行プロセスを解析、

生活習慣病の予防プログラムとして具体化。 

•健康情報・健診・レセプトデータ分析を通じて、保健

事業の健康増進、医療経済的効果を定量評価。 
 

高リスク 

中リスク 

低リスク 

【ハイリスクアプローチ】 
管理の徹底による 

疾病治療・重篤化の予防 

【ポピュレーションアプローチ】 
全員参加型施策による 

健康増進・疾病予防の徹底 

現状把握 
・分析 

仮説構築 
・目標設定 

実施 
(健康自己増進) 

仮説検証 
・分析 

施策 
見直し 

《 ③ 電子データを活用したＰＤＣＡプロセスの導入》 

特に生活習慣病予防を意識 

（糖尿病、高脂血症、高血圧、 

心筋梗塞、脳梗塞など） 

《 ① ICTを活用した健康増進への自律的取り組みの支援》 《② 保健医学的ノウハウの活用》 

健診データ ⇒ 生活習慣病リスク分析 
レセプトデータ ⇒ 医療費構造分析 等 

施策取組状況 ⇔ リスク変化の相関分析 
リスク変化 ⇔ 長期的医療費の相関分析 

要治療 

関東病院 
・首都圏健管 

健診 
データ 

レセプト 
データ 

NTT健保 

PHR 健康情報 
運動・食事記録 

分析 
ノウハウ 
ロジック 

①自律的な健康増進の取り組みの奨励と支援、モチベーションの向上と維持を支援 
②保健医学ノウハウ、エビデンスを活用した新しい疾病予防・疾病管理手法の創出 
③各種電子データを活用した保健事業へのPDCAプロセスの導入 
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■PHRを活用した保健施策への取り組み 
 NTTグループの保健施策トライアル① 

血圧計  体組成計  

◆保健事業におけるICT活用手法の確立とその効果の定量的エビデンスを蓄積，ノウハウ・ 
 システムの水平展開によって国民医療費の適正化に貢献 
◆2012年12月10日よりNTT全社員（約3,000人）を対象にトライアル開始 

個人の疾病リスクに応じた健康増進プログラムをリコメンド 

日々の取り組み状況、健康情報の見える化により健康増進意欲を向上 

ウォーキング等、誰にでも取り組めるプログラムも提供 

スマートフォンを各計測機にかざして、計測器からデータ収集・自動登録 
スマートフォン・タブレット端末のアプリでグラフや値を確認 

活動量計 

健診/人間ドック結果と最新の問診に基き、個人の疾病リスクを分析 

タブレット 
スマートフォン 

データ収集 データ収集 

体重計 
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■PHRを活用した保健施策への取り組み 
 NTTグループの保健施策トライアル② 

◆イベントの開催や見える化による健康増進意欲の向上を促進 

14 
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血糖値等各種 
データアップロード 

データに基づくアド
バイス（リアルタイ
ムコーチング） 

エビデンス提供 

DB 

リコメンド・ 
診断ガイド 

患者 主治医 医療健康情報 

治療方針決定 

血糖値が高めなの
で食事を少しコント
ローしましょう。 

血糖値が上がり気
味であり、○○が疑
われる。 

血糖降下薬の投与
を増量 

■医療情報活用への取組み 
 医療情報の活用例 

◆患者が投入したバイタル情報に対して、医師がノウハウを反映しアルゴリズム化したツールで
の 
 分析を行い自動アドバイスの送信や主治医の判断に活用【一次利用】 
◆製薬会社等が蓄積情報を製薬などへ反映【二次利用】 

医療情報 
蓄積PF 

製薬会社等 

医師ノウハウ/ 
アルゴリズム 

製薬等への活用 
（臨床情報など） 

※150人の従業員で、半分
は医師（医師のノウハウが
入ったアルゴリズムが差別
化要因） 

15 
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■医療情報活用への取組み 
 セキュリティを担保するための技術 -秘密計算技術①- 

◆ 秘密計算は暗号化されたデータを一度も元に戻さずに統計分析できる技術 
◆ データを複数のコンピュータに意味のない断片に分散して保存（秘密分散） 
◆ システム運用者もデータを見れないため安心して個人情報を預けられる 

コンピュータ１ 

コンピュータ２ 

コンピュータ３ 

②データを分散して保存 

元データ 

③統計分析要求 

①データを分散して登録 

⑤分析結果出力 

元データを誰も見ることなく 
分析結果のみを出力 

データ保持者 

データ分析者 

秘密計算システム 

データ漏えい・ 
プライバシー 
侵害を根絶へ 

④秘密計算 
実行 

16 
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■医療情報活用への取組み 
 セキュリティを担保するための技術 -秘密計算技術②- 

 
 
 
 
 

Aさん 

Bさん 

Cさん 

 
 
 
 
 

①分割送信 
52 

28 

107 

-33 

12 

83 

②分割データを使って計算 

(52+107+12)/3=57 

(28-33+83)/3=26 

③結果算出 

57+26= 

足して95に 
なるよう 
ランダムに分割 

Ａ：52 
Ｂ：107 
Ｃ：12 

Ａ：28 
Ｂ：-33 
Ｃ：83 

コンピュータ ２ 

コンピュータ １ 

○第三者等による分析など秘匿性を必要とする情報活用への適用が期待されている。（臨床疫学等）     
○JALSG（成人白血病治療共同研究グループ）の臨床研究で実証中                                               
実用に十分な速度性能も達成。 

わかりやすい秘密計算の例 
     『３人のテストの点数を誰にも見せないで平均点を求めたい』 
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今後の展開に向けて 
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スマート端末 

光／ＬＴＥ・４Ｇ 

Ｍ２Ｍ 

ＩＣＴ 

クラウド 

ネットワークセキュリティ 

ビッグデータ 

医療・健康 

医療技術の高度化 

超高齢化社会 医療サービスの偏在 

医療・健康 × ＩＣＴ 

医療サービスの進化 

予防医療の促進 

医薬品開発の革新 

遠隔医療 

医療×ＩＣＴのサービス融合 

ＩＣＴとの融合で社会変化に適応、安心・安全を維持・増進 
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生活情報の収集・蓄積 

遠隔保健指導 

医療情報の連携による安心な社会づくり 

＜医療・健康クラウド基盤＞ 

医療機関の蓄積情報 

個人の蓄積情報 

病院 介護施設 

調剤薬局 

シームレスな地域医療連携 

診療所 

認証機能 
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BigDataによる新たな価値の創造 

21 

企業活動 社会活動 個人活動 

社会的課題の解決 豊かな生活 新ビジネス 

例：健康管理、 
  行動支援、 
  パーソナルコンシェルジュ 

例：臨床疫学、 
  農業への応用、 
  都市計画、ITS 

例：医療指導、 
  ターゲット広告、 
  マーケティング、需要の先読み 

価値ある知識の 
創造と活用 

クラウドに蓄積された 
データの加工／分析 

大規模処理基盤 
の提供 

データの収集 
（Ｗｅｂ、ＧＰＳ、センサ、など） 
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直流給電住宅 

スマートグリッド 

家庭 電気自動車 

ホームＩＣＴ 

エネルギー管理 
（家庭） 事務機器 

ＰＣ／サーバ 

オフィス 

エネルギー管理 
（オフィス） 

自家発電 

環 境 

ＩＣＴとの融合 

新たな社会システムの創造 

地域医療連携 

病院 
診療所 

電子カルテ 
医 療 

遠隔医療 

ＩＴＳ 

路車間通信 

屋外カメラ 

交 通 

車車間通信 

ＩＣＴ教育 

学校 

教 育 電子教科書 

校内ＬＡＮ 家庭 

電子黒板 

ｅラーニング 

県庁 

企業 

行政 
ネットワーク 

遠隔ＴＶ会議 
（パンデミック対策等） 

電子政府 
総合窓口 

市役所・ 
出張所等 

省庁 

行 政 

自治体ポータル 

ICT利活用による新たな社会システムの創造 

医療のみならず、トータル分野での ＩＣＴを利活用した社会システムの実現が必要 
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今後の社会システム基盤の整備に向けて 

下支えするICT・要素技術要素 
（技術の活用方法の確立、国際標準化） 

 

継続運用を可能とする 
社会基盤モデル 

（ユーザ・特性・環境に合った適用モデルの 
確立、適正価格・コスト、インセンティブ・ 

新たな財源、運用方法・主体 ） 
 

【ＩＣＴ･技術】 

【ビジネスモデル】 

【狙い】 
通信事業者、ＩＣＴベンダ等、
医療周辺サービスを提供す
る事業体の積極的な参画 

【狙い】 
継続運用を標榜し
たビジネススキーム
と運用スキーム、 
運営主体の決定 

◆社会システム基盤の整備に向けては、ビジネス/運用モデル、法令・ガイドライン 
 とそれを下支えするICT技術の３つをセットで実現する事が必要 

日本版のガイドライン 
（対象疾患明確化、通信と機器の融合、 

在宅医療ガイドライン、医療セキュリティ等） 
 

【狙い】 
･明確な範囲のガイドライン化
による参入障壁解消 

･新たな民間企業参入啓発 

【法令・ガイドライン】 
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ご清聴いただき、ありがとうございました 
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